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嵐山の景観を守りながら洪水から街を守る
～嵐山溢水対策（可動式止水壁）～

●嵐山の景観や眺望への配慮等の観点から、止水壁を常設する
のではなく、洪水時に限って起立する可動式止水壁として、令
和元年度から整備工事を実施し、令和3年度に実稼動を開始し
ました。
●歴史ある地域の景観に溶け込みながら、洪水時には起立する
止水壁について説明します。

補足事項
冬期の施設点検時に見学を受け付けます。雨天、及び止水壁を
実働させる場合は見学会を中止します。
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洪水時に限って起立する可動式止水壁
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平常時は固定部内に可動部を格納
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